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   The aims of the present study were to observe the daily habituation to night sleep in a laboratory 

environment and to make clear the daily and individual sleep variations by using polygraph parameters, 

including electroencephalography (EEG). Sleep EEG records were obtained from a subject who slept ten 

successive nights, and from six subjects who each slept one night in the laboratory. The parameters used 

were as  follows: sleep stage %, sleep latency  (SL), REM latency  (RL), number of stage shifts, subjective 

sleep, integral EMG, and slope (a) and intersect (b) of a regression equation used to estimate the sleep 

depth against sleep time. 

   Stage WAKE and SL, slope (a), intersect (b) and the mean depth of sleep were found to become 

stable from the fifth night. Stage MT, the number of stage shifts, and integral EMG increased significant-

ly from the fifth night and later, showing p<0.01, p<0.01, and  p<0.05, respectively. Judging from these 

findings, the sleep habituation of the subject in the laboratory was completed within the first four nights. 

  Coefficients of variation of sleep stage 2 and stage REM of the ten-nights' EEG were the lowest 

among all the sleep parameters examined. Almost all the parameters of day-to-day sleep of the subject 

who slept for ten successive nights in the laboratory showed smaller variations than those of the other 

six subjects. It may be concluded that the mist effect on sleep could be assessed more precisely by using 

an individual repeatedly than by using a group of subjects.
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       は じ め に

 騒 音 の睡眠 へ の影響 を検 討す る方 法に,脳 波 に よ る睡

眠段 階判 定法 が あ る。 終夜脳 波測 定 が,実 験 室 とい う特

殊 な環境 で行 わ れ る場 合 には,被 検者 の不 安 な どの 心理

的要 因 や電極 装着 な どの物 的要 因 によっ て,日 常の睡 眠

とは異 な った ものに なる おそれ があ る。 これが 実験室 効

果 と呼 ばれ る もので,特 に第一夜 に顕 著 にみ られ る とさ

れ てい る1～4)。Kryterは,実験 室条 件下 と実際 の 生活環 境

下で は,同 じ騒音 レベ ルで あ って も睡 眠中 の覚 醒反応 が,

後者 に お いて低 い傾 向 にあ る こ とを報 告 してい る5)。こ

れ は実験 室 での騒 音影響 評価 に際 して,十 分留 意 しな け

れ ばな らな い点 であ る。 しか しこの点 は,未 だ十 分 に解

明 され てお らず,第 一夜 の デー タを分 析か ら除外 す るな

どして,回 避 してい るのが現 状 であ る。

 そ こでベー ス ライ ンス タデ ィと して,被 検 者 の経 日的

な,い わ ゆ る馴 れhabituationの 有無 あ るい は程度 を終

夜睡 眠脳 波(の 各種 パ ラ メー タ)に つ いて検 討 する こ と

を試 み た。す なわ ち,一 被検 者の連 続終 夜脳 波測 定 デー

タか ら,個 人 内の 日間変 動量 を把握 し,さ らに個人 間 の

睡眠 パ ラ メータの 変動量 と比 較検討 した。 その結 果,若

干の知 見 を得 たの で こ こに報 告す る。

       実 験 方 法

 個人 内 日間 変動 に関 して は,健 常 な27歳 の 男子K1名

(身長170cm,体 重67kg)に つい て,昭 和62年4月19日

か ら10日 間連続 の睡 眠脳 波測 定 を行 った。測 定 日の 日中

にお け る生活行 動 は,昼 寝 を禁止 した以 外 に制 限 は加 え

なか った。 本報 被検 者Kの 場合,ほ ぼ毎 日飲 酒の習 慣 が

あ るが(ウ ィス キー2～3杯),本 測 定 にお いて は第3夜

に ワイ ンを グラ ス1杯,第5夜 に ビー ルを グラ ス1杯,

第6夜 に シ ャ ン ペ ン を グ ラ ス2杯 摂 取 し た 。 また 第10夜

の 日 中 は,バ レー ボ ー ル を30分 間 行っ て い る(こ の 間 の

心 拍 数 は150～173/min.)。 そ の 他 は 講 義 とdesk workが

大 半 を 占 め る 生 活 行 動 を し て い た 。 参 考 ま で に,VINE

社 のHeart Rate Memoryを 用 い て 測 定 し た24時 間 ご と

の 心 拍 数 の 平 均,標 準 偏 差 等 を表1に 示 す 。

 一 方,個 人 間 変 動 の 検 討 に 関 し て は,健 常 な19～28歳

の 男 子 大 学 生6名(H, M, Mi, U, Ka, S)に つ い

て,昭 和61年 か ら62年 に か け て 測 定 し た そ れ ぞ れ 第1夜

の デ ー タ を 用 い た 。

 測 定 当 日 は午 後9～10時 頃,脳 波 計 な ど の 調 節 お よ び

電 極 の 装 着 を行 い,被 検 者 は 暗 騒 音 約30～35dB(A)の 実

験 室 で0～1時 に 就 寝 し,翌 朝8時 半 頃 測 定 者 に よ っ て

起 床 さ せ られ た 。 主 観 的 な 睡 眠 状 態 を把 握 す る た め に,

起 床 後,被 検 者 の 当 夜 に お け る 睡 眠 感 に つ い て の ア ン ケ

ー ト調 査6)を 行 っ た 。 睡 眠 段 階 判 定 はRechtschaffen &

Kales7)の ク ラ イ テ リ ア に 基 づ い た,青 木 ら8)の 睡 眠 段 階

自 動 解 析 シ ス テ ム を 用 い た が,入 眠 ま で の 睡 眠 段 階 判 定

に は若 干 の 視 察 に よ る修 正 を加 え た 。脳 波 は 左 中 心(C3)

一 右 耳 介(A2)の 単 極 誘 導 を と り
,不 関 電 極 は 正 中 額 部

に お い た 。 眼 球 運 動 は 右 眼 窩 外 側 縁― 左 耳 介,左 眼 窩 外

側 縁― 左 耳 介 の 単 極 誘 導 を と っ た 。 筋 電 図 は願 正 中 部 と

左 願 筋 間 の 双 極 誘 導 を と っ た。 な お,主 な パ ラ メ ー タ は

各 睡 眠 段 階 の 出 現 率(WAKE期,1期,2期,3期,4

期,REM期,MT期),入 眠 潜 時(SL), REM潜 時

(RL),睡 眠 段 階 移 行 回 数/h(Shift),筋 電 図(EMG)の

積 分 値,睡 眠 感,ま たMT期 を 除 く 睡 眠 段 階WAKE

期,1期,REM期,2期,3期,4期 を そ れ ぞ れ0,

1, 1.5, 2, 3, 4と 数 量 化 し て 求 め た 平 均 睡 眠 深 度,

就 寝 後 の 時 間 を独 立 変 数,睡 眠 深 度 を従 属 変 数 と した 回

帰 直 線 の 勾 配 とy切 片 を 試 み の 指 標 と し て用 い た。 睡 眠

表1 被 検者Kに お け る24時間毎 の心 拍数/min.の 算術 平均 値,標 準 偏差 お よび身 体運動 に よる最高値
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深度 の数量化 に 当た っ ては,REM睡 眠 が 音刺 激 と夢 内

容の混 同 か ら覚 醒 域 値 が 上 昇 し易 い 傾 向 に あ るの で9)

1.5とした。回帰 式の 勾配 とy切 片 は,睡 眠 深度 の経時 的

変 化 をみ る た め に 用 い た。 な お 有 意 性 の 検 定 に は

Mann-Whitney testを 用 いた。また終 夜睡 眠時 間の長 短

による各パ ラメー タの変 化 をみ るた めに,各 夜 の終夜 睡

眠時間 を統 一 した上 での検 討 も加 えた。終夜 睡眠 時間 の

統 一 は,各夜の 就寝後 の最 小終 夜睡 眠時 間で ある367分 に

揃 え,以 降 を切 り捨 てて行 っ た。

         結 果

(1) 被検 者Kに おけ る10日 間連続 終夜 睡眠脳 波測 定

表2 被 検者Kに おけ る10夜の 各睡眠 段階 出現 率 の推移

表3 被検 者Kに お ける10夜 の各パ ラメー タの推移
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 実 験 第1夜 か ら第10夜 に あ た る10日 間 の 各 夜 の 睡 眠 段

階 の 出 現 率 を,各 終 夜 睡 眠 時 間 を統 一 した 場 合 の 数 値 と

と も に 表2に 示 した 。 同 様 に,入 眠 潜 時,REM潜 時 ,睡

眠 段 階 移 行 回 数,平 均 睡 眠 深 度,就 寝 後 の 時 間 に 対 す る

睡 眠 深 度 の 回 帰 式 の 勾 配aと 切 片b,お よ びEMG積 分

値 を 表3に 示 し た 。 表6に は 各 パ ラ メ ー タ の 平 均,標 準

偏 差 お よ び 変 動 係 数 を 示 し た 。 ま た 被 検 者Kに お け る 各

夜 の 睡 眠 段 階 出 現 率 の 構 成 比 を図1に 示 した 。

 被 検 者Kの 場 合,10日 間 に お け る各 パ ラ メ ー タ の 平 均

値 ± 標 準 偏 差 は,WAKE期:4.7±2.36 (%),1期:

8.6±3.39 (%),2期:59.1±2.96 (%),3期:0 .2±

0.18 (%),REM期:25.3±3.92 (%), MT: 2.2±

1.07 (%),入 眠 潜 時:34.5±7.82(分),REM潜 時:

102.7±44.2(分),睡 眠 段 階 移 行 回 数/h: 5.9±

1.44(回),途 中 覚 醒:1.2±1.23(回),勾 配a: 0.047±

0.0398,切 片b: 1.52±0.165,平 均 睡 眠 深 度:1.69±

0.052,お よ びEMG積 分 値:3199±412.1で あ っ た 。3期

は 各 夜 と も1%未 満 で,ほ とん ど現 わ れ ず,4期 は 全 く

出現 し な か っ た 。平 均 し て2期 は59.1%, REM期 は25.3

%,お よ び平 均 睡 眠 深 度 は1.69を 示 し,変 動 係 数 は そ れ

ぞ れ5.0%, 15.1%,お よ び3.1%と 各 パ ラ メ ー タ の 中 で

最 も小 さ か っ た 。

 次 に,被 検 者Kに お け る各 パ ラ メ ー タ の 経 日 的 変 化 を

検 討 し た 。10夜 の 推 移 を 図2-1～-2に 示 す 。 ま た 睡

眠 感 の 推 移 を表7に 示 す 。 こ れ ら を 観 察 す る と入 眠 潜 時

は 第4夜 ま で 変 動 が 大 き い が,そ の 後 は 漸 減 し て い る。

WAKE期,勾 配a,切 片bお よ び 平 均 睡 眠 深 度 は第4夜

まで ば ら つ きが 大 き い が,そ の 後 は 比 較 的 安 定 し て い る。

MT期 お よ び 睡 眠 段 階 移 行 回 数 は 第5夜 以 降,EMG積

分値 は 第4夜 以 降 増 加 し て い る。3期 は,増 減 を 繰 り返

し な が ら も漸 増 傾 向 が あ る。 そ こで10夜 を 第1～4夜 の

群 と第5～10夜 の 群 に 分 け,各 群 間 で 各 パ ラ メ ー タ の 代

表 値 の 検 定 を行 い,そ の 結 果 を 表8に 示 す 。MT期,睡

眠 段 階 移 行 回 数,お よ びEMG積 分 値 は 第5夜 以 降,有 意

に増 加 し て い る(そ れ ぞ れ,p<0.01, p<0.01,お よ び

p<0.05)。 睡 眠 感 は第6夜 以 降 「よ く眠 れ た 」 と答 え る

日が 増 え,10夜 を 通 して 「よ く眠 れ な か った 」 は な か っ

た 。 さ ら に 各 パ ラ メ ー タ の 測 定 日 に 対 す る 回 帰 式 を求 め

た 結 果(表9)で は,MT期:Y=0.285X+0.59,睡 眠

段 階 移 行 回 数/h:Y=0.296X+4.30,お よ びEMG積

分 値:Y=109.0X+2599.7で あ り,相 関 係 数 は そ れ ぞ れ

0.808, 0.621,お よ び0.801で あ っ た(そ れ ぞ れ,p<

0.01, p<0.05,お よ びp<0.01)。

 と こ ろ で10夜 の 睡 眠 時 間 は471.1±63.36分 で あ り,最

小 値 が367,最 大 値 が552,変 動 係 数 が13.9%で あ った 。

こ の 睡 眠 時 間 の 差 に よ る 各 パ ラ メ ー タ の 変 化 を 検 討 す る

た め に,各 夜 の 就 寝 後 の 終 夜 睡 眠 時 間 を 最 小 値 の367分 に

統 一 して(以 降 切 り捨 て),各 睡 眠 段 階 出 現 率 に お け る代

表 値 の 検 定 を行 っ た。 そ の 結 果,す べ て の 出 現 率 にお い

て 有 意 差 は 無 か っ た。

図1 被検 者Kに お け る10夜の 睡眠段 階 出現率 の構 成比



木 村 ・川 田 ・竹 内 ・小川 ・青 木 ・鈴 木:終 夜睡 眠脳 波 のベー ス ライ ン ・スタデ ィ
          ―個 人内 日間変 動 と個人 間変 動― 〔571〕

図2-1 被検者Kに おけ る10夜 の各睡 眠段 階 出現 率の推 移

(2) 個 人 内 日間 変 動 と個 人 間 変 動

 図3-1～-2に 被 検 者Kの10夜 と 被 検 者H, M,

Mi, U, Ka, Sの そ れ ぞ れ1夜 分,計6夜 の 各 パ ラ メ ー

タ ご と の 分 布 を示 し,表4, 5に 被 検 者H, M, Mi,

U, Ka, S6名 の 睡 眠 段 階 出 現 率 お よ び 各 パ ラ メ ー タ を

示 す。 表6に は 各 パ ラ メ ー タ の 個 人 内 お よ び 個 人 間 に お

ける平均,標 準 偏 差,変 動 係数 を示 す。 また被 検者Kの

10夜 と他 の 被検 者6名 の各 パ ラメー タにお け る代表 値 の

差 の検定 を行 った結 果 を表8に 示 す。

 Kの10夜 の 各 パ ラメー タ の変 動係 数 は,他 の被 検者6

名 の それ よ り も,WAKE期 で52.8%, 1期 で20.6%, 2

期 で6.4%, REM期 で35.7%,入 眠潜 時 で127.6%, REM
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図2-2 被検 者Kに お ける10夜 の 各パ ラ メー タの推移
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図3-1 被 検 者Kと 被 検 者H, M, Mi, U, Ka, Sに お け る 各 睡 眠 段 階 出 現 率 の 分 布

潜 時 で22.8%,途 中 覚 醒 で51.4%,勾 配aで61.9%,切

片bで2.5%,平 均 睡 眠 深 度 で4.6%,お よ びEMG積 分 値

で6.4%,そ れ ぞ れ 小 さ か っ た(表6)。 こ れ ら の パ ラ メ

ー タは3期
,MT期 お よ び 睡 眠 段 階 移 行 回 数 以 外 の す べ

てで あ る。 代 表 値 の 検 定 で は,Kの10夜 は 他 の 被 検 者6

名 に比 べ,3期,MT期,睡 眠 段 階 移行 回 数,切 片b,

平 均 睡 眠 深 度 お よ びEMG積 分 値 は 有 意 に 小 さ く(そ れ

ぞれ,p<0.001, p<0.005, p<0.001, p<0.001, p<

0.01,お よびp<0.001),逆 にREM期,入 眠 潜 時,お よ

び勾 配aは 有 意 に大 き か っ た(そ れ ぞ れ,p<0 .005, p<

0,05,お よ びp<0 .01)。

       考 察

 本報では健常な男性1名 について,10日 間連続終夜脳

波測 定 と,他 の6名 につ いて それぞれ1夜 ずつ終 夜脳 波

測定 を行 い,個 人 内に お ける実験 室 での睡 眠 にお ける馴

れ現 象 の観察 と,個 人 内 日間変 動お よび個人 間 変動 の比

較検 討 を行 った。

(1) 被検 者Kに お ける10日 間連 続終 夜睡 眠脳 波

 実 験室 で の睡眠 の馴 れ は,常 識 的 に は,寝 付 きが よ く

な る(入 眠 潜時 が 小 さ くな る),途 中で 目覚 めな くな る

(WAKE期 が少 な くな る),起 床 時の 睡 眠感 が よ くな る

こ とな どで判 定 で きよ う。

 被 検者Kの 場合,図2-1～-2を みて も,多 くの 睡

眠パ ラメー タで第4夜 までは変 動が 激 しいが,そ れ以 降

は比 較的 安定 して推移 してい る。入 眠潜 時が 第4夜 まで

の変 動 後,漸 減 傾 向 に あ る こと,WAKE期 が5夜 以 降,

比較 的 安 定 して くる こ と,MT期,睡 眠段 階 移行 回数,
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表4 各被検者における第1夜の睡眠段階出現率

図3-2 被 検 者Kと 被 検 者H, M, Mi, U, Ka, Sに おけ る各パ ラメー タの 分布

EMG積 分値 が5夜 以 降有 意 に増 加 す るこ と,3期 が変

動 しな が ら も漸増 傾向 に あ るこ と,睡 眠 感 で は6夜 以降

に 「よ く眠れ た」 と答 え る 日が 増加 す る こ と等 の所見 を

考慮 す ると,被 検 者Kの 場 合,実 験室 環境 での睡 眠の馴

れ現 象 は,第5夜 以降現 わ れた として よい と思 われる。

なお,試 み の指標 で ある勾配a,切 片bお よび平均 睡眠
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表5 各被 検者 に おけ る第1夜 の各 睡眠 パ ラメー タ

表6 各睡眠 パ ラメー タの個 人 内お よび個 人間 にお ける平均,標 準偏差,変 動係数

深度 も,5夜 以降比 較 的安 定 してい る。

 MT期 の増加 は堀有 行 ら10)の成 績,お よび堀忠 雄 ら11)

の「実験室 効果 は 自由な体 動 を妨害 す る方 向に作 用す る」

と い う知 見 と 一 致 し て い る。 ま た 多 くの 研 究 者 が,実 験

室 に お け る 睡 眠 の 馴 れ の 問 題 を 追 究 し て い る。Rechts-

chaffenら1),Agnewら3),阿 住 ら4),堀 有 行 ら10)は,実
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表7 被検 者Kに おけ る10夜 の睡眠 感の 推移

表8 各群 間 におけ る睡眠 パ ラメー タの比 較

表9 各睡 眠パ ラ メー タの測定 日に対す る回 帰直線
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験第1夜 はREM期 が少 な く,WAKEが 多 い こ とや 深

睡眠が少 ない こ とな どを指摘 し,こ れ らは第2夜 以降 急

速に改善 され る と報 告 して い る。Dementら2)の 報告 も

この第一夜 効果 を支持 す る もの であ る。本 報被検 者Kの

場合,こ れ まで の大半 の報 告が認 め て いる第一 夜効果 や,

馴れ た後のREM期 の増 加,WAKE期 の減 少 とい う所

見はな く,こ れ らの知 見 とは一致 しなか った。 しか し,

Lesterら12)は,実 験室 効果 は4期 に反映 し通常 で3～4

日,長 い場 合で7～8日 の 馴れ の速 さをみせ る としてい

る。堀 忠雄 ら11)は,馴 れ の速 さは3日 以上 要 す る緩徐 な

もの であ り,個 人 差 も大 き く,第2夜 で馴 れ る者 と馴 れ

ない者 が 半 数 ず つ で あ った こ とを 認 め て い る。 また

Tiessenら13-15)は,24日 間 連続 お よび1日 お きに12日 間

(計24日間)の騒音 曝 露下 にお ける,実 験室 で の睡眠 の馴

れを検討 して いる。 その結 果,共 通 の所見 と して 目覚 め

反応(被 検 者が途 中覚 醒時 にボ タン を押 す)が 経日 的 に

減少 した ことを報 告 し,実 験室 で の睡眠 の馴 れは,通 常

考えられてい る1～2夜 よ りも長 く要 する こ とを示唆 し

ている。 さらに入眠 潜時 の推移 に大 きな個 人差 が あ った

ことも示して いる。 これ らの報 告 は,実 験 室 での睡 眠の

馴 れの速 さにお ける個人差 を認 め る ものであ る。第5夜

以降 に馴 れ現象 が現 れ始 めた本 報 の成績 は,こ の個人 差

を裏付 け るもので ある。

 なお,終 夜睡 眠時 間 を統 一 して も,各 睡 眠段 階 出現率

間には有為 な差 が なか った。 この ことは,本 報 におけ る

終夜睡 眠時間(睡 眠 時間)の ば らつ きは,ほ ぼ無視 しう

る ことを示 してい る。

(2) 個 人内変動 と個 人間 変動

 被検 者Kの10夜 と他 の被 検 者 の各 パ ラメ ー タを比 較

する と,3期,REM期,MT期 の睡 眠段 階 出現率,お よ

び入眠潜 時,睡 眠段 階移 行 回数,勾 配a,切 片b,平 均

睡眠深 度,お よびEMG積 分値 に有意 な差 が認 め られ た。

これ らか ら被検 者Kの 睡眠 は他 の被検 者 の睡 眠 に比 し,

かなりパ タンの違 うこ とがわ か る。 事実,睡 眠段階 出現

率 ではWilliamsら16)の 示 した20代 男子 の それ とは大 き

なずれ があ る。3期,4期 が ほ とん ど現 われ ない被 検者

Kの 睡眠パ ター ン は,こ の意 味で必 ず し も典型 的 な例 で

はない。 しか し,被 検 者Kは 日常生 活 にお いて全 く健常

である こと,そ して そのK個 人 の睡 眠パ ラ メー タの変動

をもって検 討 して いる こ とを考慮 すれ ば,一 個 人 の睡眠

にお ける特 殊性 は無 視で きよ う。

 被検 者Kと 他 の被 検 者 の各 パ ラ メー タに お ける 変動

係数 を比 較 してみ る と,3期,MT期 お よび睡眠段 階移

行回数以外 の各 パ ラメ ータ で,Kの 変 動係数 の方 が小 さ

い。 これ は個人 内 日間変動 が個 人間 変動 より も小 さい こ

とを意味 して いる。 なお,Johnsonら17)は,10人 の被検

者 を対 象 に,15日 間 のベー スラ インを含 め,55日 間連続

で騒音 の睡 眠影響 を検 討 して い る。 そ こで,そ のベー ス

ラ インの各 パ ラメー タ(各 睡眠 段階 出現率,途 中覚 醒,

睡 眠段 階移 行回 数)ご とに示 され てい る平均値 お よび標

準偏差 か ら変動係 数 を算 出 し,被 検者Kの それ と比 較 し

た。 その 結 果,Kに お いて 出現率 の 低 か っ た3期 以 外

は,す べ てに おいてKの 方が 小 さか った(MT期 は記載

が ない ので比 較 不能)。 これ は本報 の 結果 と一 致 して い

る。本 報は被 検者K1名 にお け る個人 内 日間変 動 の1事

例 で あ り,全 ての個人 内 日間変 動 を論 じる こ とは で きな

いが,そ の情 報 量 は大 き く,個 人内 日間 変動が 個人 間変

動 よ り小 さい こ とを裏 付 け る事 例 と して は有用 と思 われ

る。

 これ らの ことは比較 的少 数例 の結 果か ら騒音 の睡 眠影

響 を検 討 する際 に は,同一 被検 者 を追 跡 的に測 定 し,個

人内 の観察 に よる騒 音曝露 の影 響評価 が,よ り有効 で あ

るこ とを示 唆 して いる。最 近 のECの 環境 委 員会 プロ ジ

ェク トで は,環 境 騒 音の睡 眠 への影 響 を実験室 で はな く,

実際 の居住 室 で行 うこ とが試 み られ て お り,こ れ らに お

い て もすべ て同 一人 に つい て,各 種 曝露 騒音 の条件 の も

とで影響研 究 を行 って いる18-21)。

        ま と め

 終 夜睡 眠脳 波のベー ス ライ ンスタ デ ィとして,実 験室

環境 での睡 眠 への馴 れ現 象 の有無 または,そ の程 度の 把

握,お よび睡 眠脳 波の各 種睡 眠パ ラ メー タに よる個人 内

日間変動 と個人 間変 動 を比較 検討 した。測定 は青年男 子

被検 者 につ いて10日 間 の連続 終夜脳 波 と,数 名 の被検 者

の終 夜脳 波 につ いて行 った。 検 討 した主 なパ ラメ ータは

睡 眠段階 出現 率,入 眠 潜時,REM潜 時,睡 眠段 階移行 回

数,睡 眠感 お よ び筋 電 図(EMG)の 積 分 値 で あ る。 な

お,試 みの指 標 として平均 睡眠 深度,睡 眠時間 に対 す る

睡 眠深度 の 回帰式 の勾 配aと 切 片bを 用 いた。

 その結 果,WAKE期,入 眠潜 時,5夜 以 降安定 し,MT

期,睡 眠段 階移 行 回数,お よびEMG積 分値 は5夜 以降有

意 に増加 した。 した が って この例で は,睡 眠 の馴 れ現 象

は第5夜 以降 に現 わ れた ことが言 え る。 試み の指 標 と し

て用い た勾配aと 切 片b,お よび平 均睡 眠深 度 で も5夜

以 降の安 定 が観察 された。

 また 各睡 眠パ ラ メー タの同 一被検 者 にお け る変動係 数

と,他 の数 名の被 検 者の それ とを比 較 す る と,ほ とん ど

すべ ての睡 眠パ ラ メー タで,前 者 の個 人内 日間 変動 は後
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者 の個 人間 変動 よ りも小 さか った。 これ らの結果 か ら,

比較 的 少数例 で騒 音 の睡 眠影響 を検 討 す る際 に は,同 一

被検 者 を追跡 的 に測定 し,個 人 内 の観 察 に よる騒音 曝露

の影 響評価 が,よ り有 効 であ る ことが示 唆 された。
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